
事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

1

いじめ相談
ダイヤル

いじめにかかわる相談、学校生活にかか
わる悩みの相談に対応する。

青少年課
(教育支援課)

・市内在住の小学生から高校
生までの保護者を中心にいじ
めや人間関係のトラブルに関
する相談13件に対応。

【参考】
・教育支援課が、毎年5月に校長会議、6月に生徒指導主任会議にて「SOSの出し方教育」を年1回以上実
施するよう周知している。
・学校によっては、スクールカウンセラーが子供たちに「ピアサポート」や「アンガーマネージメン
ト」などの講義をして、自らこころとからだを守ることについて学ぶ機会を設定している。

2
ひきこもり傾向
中学卒業生支援

進学も就職もせずにひきこもりが憂慮さ
れる中学卒業生への支援策を検討し、訪
問や就労・進学にむけた支援を行う。

青少年課
(教育支援課)

対象：中学卒業生 10名
訪問回数：79回
担当者会議：1回実施

3 プラザ相談
小学1年生から25歳の青少年までの本人
や保護者等ならびに教職員を対象とした
相談に対応する。

総合教育プラザ

(教育支援課)

相談件数：延464件
内訳：電話相談 288件

来所相談 延 176件
メール相談 9件

4 家庭児童相談 子どもに関する様々な相談に対応する。
子育て支援課
(こども支援課)

相談件数：3,256件

資料３令和４年度 主な関連事業の実績

１ 子ども・若者への支援を充実する

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和4年度実績

5
障害児通所
給付費の給付

障害児の心身の状況に応じ、健全な発達
のために必要な療育等を通所施設で提供
する。

障害福祉課 受給者数：1,025件

6
ひきこもりの
相談

うつ病やひきこもりなどの心の悩みを持
つ若者の相談に対応する。

保健予防課

・通常の精神保健福祉相談内
で対応。
・令和5年2月より毎月第3月曜
にひきこもりラジオ（仮)を開
催。
実施回数：2回
参加人数：20人

7
ひきこもりの
家族の教室

ひきこもり傾向にある若者の家族が集い、
悩みを分かち合い、本人への対応を検討
する。併せて講演会も開催する。

保健予防課
対象：ひきこもりの家族
実施回数：10回
参加人数：88人（延人数）

１ 子ども・若者への支援を充実する

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

8 普及啓発事業

自殺予防週間（9月）、自殺対策強化月
間(3月)に合わせて、ポスター掲示、懸垂
幕の設置、市有施設・商業施設等での普
及啓発活動、市立図書館でのブックキャ
ンペーン等を実施する。

保健予防課

・ブックキャンペーン：3回
(市図書館本館、分館2か所）
・デジタルサイネージを用い
た周知啓発（市庁舎・図書館
等）
・9月ポスター掲示
・3月広報記事掲載、ラジオ放
送、懸垂幕の設置
・付箋、ティッシュ、自殺予
防相談カード(計5,230個)配布
・市内4大学、職域（ウエルネ
ス企業、商工会議所、前橋産
業保健センター）への周知啓
発

9
ゲートキーパー
研修

自殺予防についての正しい知識とゲート
キーパーについて学ぶ研修を実施する。

保健予防課

対象：一般市民、市職員（新
規採用職員）、中学生、大学
生、高校教員、企業、群馬県
美容業生活衛生組合等
実施回数：14回
参加者数：1,180人

２ 市民一人ひとりの気づきと見守りを促す

大綱13関連

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

10 教職員向け研修
いじめの未然防止と自殺予防教育の推進
を目指した、教職員対象の希望研修を実
施する。

青少年課
(教育支援課)

・支援センター指導主事が、
中学校３校や前橋市特別研修
員に対して、いじめの未然防
止や自殺予防に関する研修を
実施した。スクールロイヤー
が、教職員に対して行ういじ
めの未然防止に関する研修を
１８回実施した。

11 出前講座
いじめの未然防止、自殺予防、思春期の
児童生徒理解における学校・家庭・地域
の役割に関する講座を実施する。

青少年課
(教育支援課)

・青少年育成推進員研修会に
おいて参加者７０名及び、城
南小学校５年生とその保護者
１５４名、放課後等デイサー
ビスに通う子供１５名を対象
に携帯電話やインターネット
の安全利用に関する講義を実
施した。

12
精神保健福祉
講座
（関係職員研修）

地域での相談者および支援者となる関係
機関の職員等を対象に、精神障害者に関
する正しい知識の習得や地域でこころの
悩みを持つ人の相談に対応し、速やかに
医療機関等へつなげてもらうための研修
を実施する。

保健予防課

対象：前橋市社会福祉協議会
生活支援員
実施回数：1回
参加者数：12名

３ 悩みに寄り添える人を養成する



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

13
自殺予防実務者
研修

市民から相談を受ける機会の多い関係職
員を対象に、正しい知識の普及および相
談技術の向上を図るとともに、関係機関
と連携して早期対応の役割を担う人材を
育成する。

保健予防課

対象：市役所職員、関係機関
職員等
実施回数：2回
参加者数：59人

14
介護支援専門員
研修

在宅高齢者の生活支援の要となる介護支
援専門員のスキルアップを図る。

長寿包括ケア課

・全体研修会：1回
参加者数：272名
情報交換会：2回
参加者数：397名

・主任介護支援専門員情報交
換会：１回
参加者数：79名

15
認知症を語るカ
フェ

認知症の早期の気づきや認知症の生きが
いづくり、ご家族の交流の場として開催。
専門職や介護経験者が相談に対応。認知
症の人やその家族、どなたでも参加可能。

長寿包括ケア課
実施回数： 12回
参加者数： 124人

３ 悩みに寄り添える人を養成する



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

16 市民健康講座
医師によるこころの健康に関する講座を
実施する。

保健予防課

テーマ：「うつ病について」
参加者数：0人
*新型コロナウイルス感染症拡
大のため中止

17 月いち健康相談
健康全般の来所相談。回数の制限なく対
応。保健師・管理栄養士・歯科衛生士が
従事。

健康増進課
実施回数：10回
参加者数：27人

18
いきいき健康
教室

「職場のメンタルヘルス」「よりよい睡
眠」等をテーマに、こころの健康づくり
について、保健師・管理栄養士・歯科衛
生士が地域に出向いて健康教室を開催す
る。

健康増進課
開催数：135回
参加者数：5,932人

19

高齢者電話
訪問・相談
センター事業
⇒R3年度～高齢
者電話訪問事業

【電話訪問】ひとり暮らし高齢者等に定
期的な電話訪問を行う。

長寿包括ケア課
登録者数：72件(R5.3月末）
延訪問人数：2,404人

20

高齢者電話
訪問・相談
センター事業
⇒R3年度～電話
相談事業は終了。

【電話相談】高齢者および家族や関係者
からの様々な高齢者問題についての電話
相談に応じる。

長寿包括ケア課―

４ こころの健康づくりを推進する

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

21
市内コンビニエ
ンスストアとの
連携

夜間や休日でも、自殺を考えている人に
相談窓口情報の発信を行えるようにする。

保健予防課

相談件数が伸びず事業終了。
令和4年度より、市有施設、
スーパーマーケットへの自殺
予防相談カードの設置に移行。

22
市ホームページ
による啓発強化

自殺や自殺関連事象等に関する正しい知
識を普及するため、市ホームページや
フェイスブックなどインターネットを積
極的に活用して啓発する。

保健予防課

・自殺対策推進計画やゲート
キーパー等についての市ホー
ムページへの掲載、YouTube
での動画公開（6本）を行った。

23
相談窓口の一元
的な情報発信

市ホームページやリーフレット等により、
他分野の相談窓口情報を一元的に分かり
やすく周知する。

保健予防課
・相談機関一覧を掲載したク
リアファイルを作成
配布枚数：1000枚

24 新生児訪問
エジンバラ質問票を記載した出生連絡票
から母親の産後うつの早期発見と支援を
保健師・助産師が家庭訪問等で行う。

子育て支援課
(こども支援課)

訪問延件数：168件

25
要保護児童対策
地域協議会
実務者会議

虐待を受けている子どもを始めとする要
保護児童、要支援児童の早期発見と保護、
またその保護者、特定妊婦（出産後の養
育について出産前において支援を行うこ
とが特に必要と認められる妊婦）の支援
のため、関係者が連携し、情報交換と支
援について協議を行う。

子育て支援課
(こども支援課)

進行管理台帳登録者数
要保護児童：191件（406人）
要支援児童：66人
特定妊婦：18人

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

26

要保護児童対策
地域協議会
個別ケース検討
会議

個別の要保護児童等について、その子ど
もに直接関わりを有している担当者や今
後関わりを有する可能性がある関係機関
等の担当者により、その子どもに対する
具体的な支援の内容等を検討する。

子育て支援課
(こども支援課)

開催回数：66回

27
救急搬送データ
共有事業

救急搬送における自損行為のデータを関
係機関で情報共有し、傾向と対策を検討
する。

救急課

救急出勤（自損行為）165件
【うち不搬送52件（内訳：死
亡33件、その他19件）】
救急搬送112人
（内訳：重症41人、中等症41
人、軽傷30人）

28

相談窓口啓発事
業

自治体の各種相談窓口や関係連絡先等に
ついての情報提供を行う。

救急課

実施回数：216回
講習会の内容により情報提供
を行った。（年度ではなく暦
年の実績）29

救急救命講習会等の受講者に、各種相談
窓口の連絡先や情報提供を実施する。

30
ひとり暮らし
高齢者等家庭の
防火訪問

消防隊がひとり暮らしの高齢者・障害者
のお宅を訪問して、防火・防災啓発の普
及を図るとともに、市民の生命、身体及
び財産を火災から保護するために行う。

予防課

実施件数：135件
住宅防火・防災キャンペーン
や春の火災予防運動行事とし
て実施した。

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

31
精神保健福祉
嘱託医師相談

〔事例相談〕市役所関係職員が関わって
いる精神関係の事例の中で、未受診等の
困難事例への対応について専門的なアド
バイスを行うとともに、精神障害者、そ
の家族に関する相談に対応する。

保健予防課
実施回数：9回
相談件数：14人

32
支援実務者
研修会

精神障害者等の支援に携わる福祉関係者
等を対象に、こころの健康づくりや精神
疾患および医療に関する知識の普及を図
り、支援に当たる実務者の資質向上と関
係機関の連携を強化することにより、地
域の精神保健福祉の充実を図る。

保健予防課

実施回数：０回
参加人数：０人
＊企画したが業務都合により
中止。R5年度は実施予定。

33
前橋市自殺対策
推進協議会

関係機関・関係団体等の相互の連携の確
保および本市における自殺対策の総合的
推進を図る。

保健予防課

実施回数：０回
＊新型コロナウィルス感染症
拡大のため資料配布のみ
周知部署：13部署

34

精神保健福祉
ネットワーク
会議⇒R2年度～
「精神障害者に
も対応した地域
包括ケアシステ
ム構築推進のた
めの協議の場」
に移行

地域における精神医療関係者や保健福祉
関係者の連携を強化し、地域精神保健福
祉の基盤づくりを行う。

保健予防課
実施回数：6回
＊うち1回は新型コロナウイル
ス症拡大のため書面開催

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

35 健康相談
乳幼児の健康や育児に関する相談に対応
する。

子育て支援課
(こども支援課)

窓口健康相談：2,220件
妊産婦乳幼児健康相談:1,816件
電話相談：17,460件

36 家庭児童相談 子どもに関する様々な相談に対応する。
子育て支援課
(こども支援課)

相談件数：3,256件

37
こどもの発達に関
する相談

子どもの発達全般・ことば・日常生活動
作や手や体の使い方の相談に対応する。

子育て支援課
(こども支援課)

電話：583件
来所：1,927件
園所等訪問：64施設 123人

38
母子（父子）家庭
に関する相談

母子（父子）家庭の各種相談に対応する。
子育て支援課
(こども支援課)

相談件数：1,208件

39
障害者相談支援
事業

障害のある人や介護者等からの相談に応
じ、必要な情報の提供、権利擁護に必要
な援助等を実施し、障害のある人の自立
した日常生活や社会参加を支援する。

障害福祉課 相談件数：5,155件

40
障害者虐待防止セ
ンター設置

障害者虐待の通報や相談に24時間365日
対応する。

障害福祉課 通報相談件数：40件

41
障害福祉サービス
（介護給付費・訓
練給付費）の給付

障害者（児）が日常生活および社会生活
を営めるよう、必要な障害福祉サービス
を提供する。

障害福祉課
保健予防課

受給者数：2,175件

42 難病療養相談
難病および小児慢性特定疾病の療養相談
を行う。

保健予防課
電話：805件
来所：99件
訪問：60件

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

43 市民相談
近隣、相続および離婚その他市民の幅広
い問題に関する相談に対応する。専門的
な内容については、関係機関につなぐ。

生活課
(市民協働課)

電話：1,797件
来庁：1,052件
その他：35件
合計 2,884件

44
男女共同参画相
談・DV相談

日々の生活の中で抱えている様々な悩み
の相談やDVに関する相談に対応する。

生活課
(共生社会推進課)

電話：869件
面談：115件

45 消費生活相談
訪問販売や商品の購入、事業者とのトラ
ブル等消費生活に関する相談に対応する。

生活課
(共生社会推進課)

2,037件
（多重債務相談含む）

46
多重債務（借金
問題）相談

多重債務に関する相談に対応し、債務解
決方法を一緒に考え、法律専門家に相談
をつなぐ。

生活課
(共生社会推進課)

50件

47
生活保護運営
事業

生活保護の相談および支援を行う。 社会福祉課
電話：469件
来所：1,252件
訪問：73件

48
生活困窮者自立
支援事業

生活保護に至る前の段階における自立に
向けた相談および支援を行う。

社会福祉課
新規相談受付件数 577件
プラン策定件数（継続含む）
158件

49
まえばし
フードバンク
事業

経済的な理由で食事に不自由し支援を必
要とする人に、規格外等の理由により廃
棄の対象となる食品の提供を受け、食料
支援を行う。

社会福祉課
個人：985件
団体：6件
合計：991件

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる

大綱13関連
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大綱13関連

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

50
精神保健福祉
嘱託医師相談

〔母子・思春期相談〕こころの健康相談
のうち、母子保健から思春期までの精神
疾患や発達障害に関することや、児童思
春期の不登校、家庭内暴力、リストカッ
トなどの自傷行為、食行動の異常、対人
関係のトラブルなどの相談に対応する。

保健予防課
実施回数：0回
＊児童思春期専門の精神科嘱
託医師の確保に向け調整中。

51
精神科医による
こころの相談

眠れない、性格や生活の仕方が変わった、
ひきこもり、ひきこもりがちになった等
のこころの悩みやアルコールに関する問
題を抱えている本人およびその家族等か
らの相談に対応する。

保健予防課
実施回数：13回
相談件数：20人

52
こころの健康に
関する相談

精神保健福祉士や保健師がこころの悩み
に関する電話、面接、訪問による相談対
応を行う。

保健予防課
訪問：201人（延人数）
面接：302人（延人数）
電話：2042人（延人数）

53
精神福祉サービ
ス利用に関する
相談

精神障害者福祉サービスの利用について
相談に応じ、必要なサービスの調整およ
びケアマネジメント、在宅支援を行う。

保健予防課
No.52のこころの健康に関する
相談件数に含まれる。

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

54

前橋市地域包括
支援センターお
よび前橋市地域
包括ブランチの
運営

高齢者が住み慣れた地域でその人らしい
生活を送ることができるよう、総合相談
や権利擁護、介護支援専門員支援、介護
予防ケアマネジメント業務を一体的に実
施し、高齢者の生活を総合的に支援する。

長寿包括ケア課

地域包括支援センター：12か所
地域包括支援ブランチ：10か所
・介護保険その他の保健福祉
サービスに関すること：
(延)25,296件
・権利擁護に関すること：
(延)286件
・高齢者虐待に関すること：
(延)2018件 (実)180件

・会議・研修会の実施及び参加
回数
権利擁護業務：189回
ネットワーク構築関係業務：

1040回
介護予防関係業務：295回

55
認知症初期集中
支援推進事業

認知症になっても本人の意思が尊重され、
できる限り住み慣れた地域のよい環境で
暮らし続けられるために、認知症の人や
その家族に早期に関わる認知症初期集中
支援チームを設置し、早期診断・早期対
応に向けた支援体制を構築する。

長寿包括ケア課

・専門職がチームとして訪問
等で本人及び家族の支援、サ
ポートを行う。
訪問実人員：33人
訪問延件数：136回
チーム員会議開催回数：23回

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

56
認知症高齢者等
成年後見制度利
用支援

介護保険サービス等の利用において、本
人の判断能力に不安があり、成年後見人
制度の利用が有効と認められるものの、
費用負担が難しい人に対し、その費用の
補助を行うことにより成年後見制度の利
用支援を行う。

長寿包括ケア課
市長申立件数：19件
成年後見制度利用件数：16件

57

徘徊高齢者の家
族支援・位置情
提供サービス
⇒H31年度～GPS
端末貸出事業

認知症による徘徊行動が見られる高齢者
を在宅で介護している家族に、人工衛星
を利用した徘徊高齢者の位置情報を検索
できるGPS機器の貸与を行う。

長寿包括ケア課
利用者数：78人
（R5年3月末利用者数）

58

徘徊高齢者等
事前登録制度
⇒R2年度～事前
登録制度

認知症等により徘徊のおそれのある高齢
者等が行方不明となった場合に、早期発
見し保護できるよう、身体的特徴や緊急
連絡先、顔写真、手のひら静脈などを事
前に登録しておく。

長寿包括ケア課

登録者数：500名
（事前登録制度から見守り
キーホルダー事業への切り替
え時、警察や病院での登録者
も合算したため、登録者数が
大幅に増加となった）

59
在宅医療・
介護連携事業

医療と介護の両方を必要とする高齢者が、
住み慣れた地域で自分らしい生活を続け
ることができるよう、在宅医療と介護を
一体的に提供するための地域の関係機関
の連携体制を構築する。

長寿包括ケア課

・前橋市医師会へ委託し、医
師会設置した「おうちで療養
相談センターまえばし」と連
携し実施。
設置数：1か所
相談件数：151件
研修会開催数：9回

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

60
老人ホーム
入所措置事業

生活環境上および経済的な理由により、
在宅において養護を受けることが困難な
高齢者を養護老人ホームに入所措置する。

長寿包括ケア課措置人数：延1,417人

61
生活管理指導
短期宿泊

基本的生活習慣の維持が難しい人を養護
老人ホームで一時的に預かって指導や支
援を行う。

長寿包括ケア課

委託契約施設：４施設
件数：3件
日数：27日

62
緊急通報
システム

緊急ボタンを押すと委託業者の受信セン
ターにつながり、緊急時は協力者に連絡
を取り安否確認を行う。月1回安否確認
を行う。

長寿包括ケア課

電話設置台数：441台
（一般：385台
シルバーハウジング：56台）
〈内新規 一般：119件〉

63
ひとり暮らし
高齢者訪問

ボランティアがひとり暮らし高齢者を訪
問し、安否確認や孤独感を和らげる。

長寿包括ケア課訪問人数：104人

64
老人福祉
センター

健康増進、教養の向上、各種相談、レク
リエーションのための便宜を総合的に供
与し、高齢者の総合的な生きがい基地と
しての施設。（市内5か所）

長寿包括ケア課
利用者数（前橋市民）：
153,979人

65
ピンシャン！
元気体操

市オリジナルの体操「ピンシャン！元気
体操」を市内施設や老人センター等で実
施。

長寿包括ケア課
実施回数：5,074 回
参加者数：60,477人

66
ピンシャン体操
クラブ

介護予防サポーターが中心となり、「ピ
ンシャン！元気体操（全6曲）」を月2回
以上グループで行う。

長寿包括ケア課

登録数：64 グループ
実施回数：1299回
参加者数：29343人

５ 社会全体の自殺リスクを低下させる

大綱13関連



事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

67
ジョブセンター
まえばし

若者や女性をはじめ、前橋市内で働くこ
とを希望する者の就職支援施設。
キャリアカウンセリングや就職に役立つ
セミナーやインターンシップ、企業見学
会などのマッチングを実施し、併設する
ハローワークの職業紹介へつなげる。
就職後の悩み相談や仲間づくり講座など
による定着支援も実施。

産業政策課

施設利用回数：4,298回
施設利用人数：6,459人
登録者数：691人
職業紹介：1,225人
就職決定：494人

68
就職促進のため
のセミナー

介護職員初任者研修講座、パソコン講座
等を実施する。

産業政策課

・働く女性のためのテレワー
ク入門セミナー：全1回 13人
・管理職女性との座談会：1回
8名

69
勤務問題に関す
る周知啓発

ストレスチェック制度やハラスメント防
止等を普及するため、市ホームページ等
で啓発する。

産業政策課
通年市ホームページに掲載し、
周知啓発に努めた。

６ 勤務問題による自殺対策を推進する

７ 自殺未遂者の再度の自殺を防ぐ

事業名 事業内容 担当課 令和４年度実績

70
自殺企図者
相談支援事業

警察から自殺企図者（未遂者）について
の情報提供を受け、状況把握や相談対応
を行う。

保健予防課 実人数：1人

大綱13関連

大綱13関連

大綱13関連


